
d  
H  
t  

〆

六甲産ユリ科植物 3種の染色体分析
藤原悠紀雄D ・長島 登2)

Y-. Huzlwara and N. Nagashima; Chromosome analysis in three species 
of Liliaceae from Mt. Rokko. 

ユF 科 Liliaceae植物は染色体が女形であり、梁色! とがでま、最大の 1対( 1 ， 2 ) は長さ 17.4jt あり
体数U 搬的少いところから、細胞学研究に好都合で Isubterminal の位置に着糸点をもっている。次の 2対
あって、ュリ属 Lilium をはじめ殆んどすべの麗にお| は共に subterminalで互に長さが同じであるが、うち
いて染色体数の決定と核週の分析が行われている。し I 1対 ( 3 ，4 )は長腕にご次狭窄をもち、他の 1対( 5 ，
かしチゴュリ属 Dis向畑m およびアマドコロ麗 poly- I  6 ) は三次狭窄がない。これより小さい 4対 ( 7 ，8 ;
gonatum においては梁色体研究の報告少〈、長谷川 I 9 ，10; 11，12; 13，14) も subterminalに着糸点をも
(1932， 1阻むが Diゆorum 3種および Polygo加 tum Iち、最小の 1対 (15，16) のみ submedianに着糸点を
5種について研究したにすぎない。これら両属と近| もっている。最小の染色体の長さは 6.6μ である。核
縁の嵐と考えられる永ト干ギス属 Tricyrtis の梁色体| 型は次の式で表わされる。
については名和 (1928)，佐藤く1937，1939)，篠遠及 I K伊め= 16 =  2A'酷 + 2聞.:sSt + 2 B帥十2 0t +
古川 (1932)，篠遠及び佐藤 (1932，]942， 19日〉など 2 D蝿 + 2E"t + 2 F柚 + 2 G m
多くり報告がある。従来の研究はすべてバラフィシ法| 第1表 チゴ品 Pにおける染色体の長さの測定 (10=
によって行ったもので細胞内民おいて梁色体が立体的 I1.2μ〉

ZT2ぷZ;;;でよニ二;23it7t| 築色体 | 長 腕| 短 腕 | 計 | 融点

甲産のチゴユ宮、 7 マドコロおよびホトトギスについ
て核型分析を行ったのでその結果を報告する。

材料および方法
材料として用いた植物はすべて神戸市六甲山におい
て採集したもので、その染色体数は次の如くである。
Distomm s岬lilacinum A. G R A  Y  

チゴュ] J 2n=16 
Polygonatum odoraium D R U C E  

1， 2  I  110 35 I  145 I  st 
3， 4  I  60+251 30 I  1 1 5 1  st 
5， 6  I  85 30 I  115 I  st 
7， 8  I  75 20 I  95 1  st 
9， 10 I  60 20 I  80 1  st 
11. 12 I  60 15 75 1  st 
13， 14 I  45 15 60 I  st 
15， 16 I  35 20 I  55 1  s m  

var. tlurijlo畑 m O H W I  2n =20 I  2) Polygonaium odoraium D R U C E  var. 
Tricyr均 hirta H O OK. ホトトギス 2n=26 I  ρlurijlo問問 O H W I アマドヨロ
核型の観察はすべて蹴細胞において行った。方法| 悌 2表 3 ，4図 3

、の詳細時繍号に藤原が述べたo 即ち蜘とした植| 体細胞梁色体20個は大きさの順に酬に区別すると
物から根端的 1 c mを切りとり 0.0但 mOl/1 の8ーほー| とができ、大きい 8対はいずれもsu凶 edianに着糸点
yquinolin巴を18 0 Cにおいて 1時間処理し、流水にて洗| をもち、最大の 1対 (1 ，2 )は特に大きく長さ 15.0μ
った後、踏酸オルセイνにより染色した。図は A脳| あり、次の 1対日， 4 )は第1対よりは medianに寄
嗣装置を用いて齢 3600 倍に転写した。染色体の| った位置に融点がある。第 3対日，めは短腕に二
腕の長さは接限ミグロメ戸タ戸によって測定し、着糸| 次狭窄をもち、特徴ある形態を示す。次の 2対は互に
点の位置を定めた。染色体の番号は大きさのl眼につけ| 長さが同じであるが着糸点の位置が 1対 ( 7 ，8 ) は
たもので着糸点やご次狭窄の位置とは無関係である。 Is制u曲.bt巴ぽrr立凶E

観察結果 | つている。第 6対 (1口1，1盟2) と第7対 (13，14) とは形態，
1わ) Diおsρ向or畑挺m smU必'aci1耳;u仰9ηm A. G R A Y  チコゴやユ]J Iカが2似ているが後老者. が少し小さい。次の 1対 (1詔5，16.匂〉は
〈第 1;表表;第 1し..2図) I  j第第7対と等長であるが着糸点は median寄りである。
体細胞梁色体16個は大きさの順に 8対に回列すると 1:次の 1対と最小の 1対 (19，20) とは共に subterminal
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G f  x  1200. 第1 - 2図 Di・storum 抑 ilaの u m A . G R A Y
チゴ止い渥5Lι図 pob85向fUl1z"odora'uim'DRUeE' O H W I アマドコロ第 5 - 6
i:図.7，'ri.C，yrtis hirta'HO:l，K. 、Iホトトギス付加沼
i:!r弓.;.t .  
モ荒糸i県宇もFZq黒ノl叩梁告性は長さ・ 6.pμ♂ある" . ; I 体細胞染色体26個は形と大きさとか; ら 8種類に匹別
核型は次の式で君主わされる。 5 rr: r:rc-
6K(2n〉=29=.2子拙dB71?，?計。ー + 2 D s皿十 Iい 2対は残る11対よりはるかに7卒者い点」は篠遠及佐藤u  sZ2P♂+ 2 E叫 2 F，sm  +  2F，. sm 01- 2Gst t  2Hst の記載と一致する。最大の 1対〈わ 2 ) は長さ? ・2μ
第 ..2 "表 7マドコロに於ける染色体の長さの測定| あり、 m 巴，dian に着糸点をもち一方の腕に二次狭揮を
く10= 1.2ム) ，、一 - f  ド 今 ! もつている。とれよりわずかに小さい 1対 (3，4 )は
玄言司長 蹄!崎短 由iロ;ココ「官2宗才|い同s印帥u由b吋叫である。第 3対ω

_!: :11 、ーヘ ;ι • ." c__. ぃ lの長さは急2設に減少し第 4対 (7，8 ) と共に subter，
i い 75 '  5O "，. I  .， 125 I  s m  
55 50 105 I  s m  I  minal に着糸点をもっているo 残りの 9対はすべて
50 I  40 +  5  I  95 I  s m  I  submedian に着糸点をもっているが占さと着糸点の
60 I  30 90 I  s m 位置とにわずかずつの差が認められ、太きい 1対( 9，4l:空前五|ヨ:
45 1  30 75 1 ， s m  I  terminal寄り、次の 4 ><1(15，16; 17，18; 19，20; 21， .  45 .  1 2 5  I  •... 70 i  s m、 I
40 30 卜 70 1" s m  1  22) および最小の 2対 φ3，.24; 25， 26) は median
50 I  15 65 I  st .  I  : 寄りにそれぞれ着糸点をもっている。最小の染色体の
40 I  10 50 st 
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1， 2  
宇 3，4  
5， 6  
7， 8  
9， 10 
11， 12 

苛 13，14 
15， 16 
17， 18 
19， 20 

と、二. " 科目" ・. ， 2Es四十 4Fs国十 8Gs盟十 4Hsm 噌

長さは 2.2μ であるO 核型は次の式で表わされる。
K く2n)=26=2cSA m十 2Bsも十 2 0時十 2 D時十
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3) .  Tricyrtis hirta H O OK. ..τ ホト 1，ギ、ス〈第 3
表; 第 5，6図) J:t:， .  



第 3 表 ホトトギスにおける染色体の長さの測定
(10=].2μ〉

空l色fE!日ι-i;塑;
1， 2  30 20十 10 60 m  
3， 4  45 1 0 !  55 st 
5， 6  30' 守10 40 st ，・
7， 8  25 10 35 st 
9， 10 20 15 35 s m  
11-14 20 10 30 s m 、
15-22 15 10 '.sm" ，".， 
23-26 10 、冒 8  18 主 51#' H  

F司 、， 司・

論 議と要約
以上の核型の泊裁によりてわかるように、Dfstorum
属のチゴユ P では subterminalの梁色体がきわめて多
く Polygonatum 属のアマドコロおよび Tricyrtis属
のホトトギスにおいては subterminalの染色体は比較
的少く submedian のものが多い。梁色体の大まさは
チゴユ日とアマドゴ胃に沿い究特に大きく、爾若の最
小染色体とホトトギスの最大染色体主が互に殆んど同
じ大きさである。二次狭窄はチゴユロの第 2対、アマ
ドコロの第 3対およびホトトギスの第 1;対において閉
瞭に認められる。
すずユロ、アマドコロおよびホトトギスはそれぞれ
8 ，10および 13を染色体基本数とする 2倍種と考えら
れる。

S u m m a r y  
1) "Karyotype :analysis in three spedes of 
LiJlaceae <from M i:'; Rokko are reported. 
2訂:) :ka必tシ戸ot匂yp拘e 王おo由i向叩u叫1払4巴 ar巴 aS f61迎酌:u勘10師明w s町;  
D?匂S学ρ附 m s抑宏ゐが仰占必itd，
K(2n) =  

2 D師 + 2 E酷 +2F.曲 + 2 G畏血
.  Polygo1tatum odoratum D R' C E  var，ρlu潮 'orum
O H W I  

K(2n)=2O=2A叫 + 2:ssm  +  2csCsm +  2t:> 1  +  

刀fcJYfttJ五iiid H O O'K'. ..， 
K(2n)場6.=2叩A Ill + 2 B抽-i- 2 0t + 2 D時十

..， 2ES四十 4 F審理 + 8Gsm+ 4Hs皿
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